	令和８年度「健やかな体」育成プログラム
	学校番号：22009
学校名：鴻城小学校


	


	
	令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果
	分析

	体力・運動能力＜男子＞

	〇全国平均を上回る種目
　　・握力　　・立ち幅跳び
　　・ちょう座体前屈　　
・２０ｍシャトルラン
	〇全国平均を下回る種目
　　・５０ｍ走
　　・反復横跳び
　　・上体起こし
	休み時間のグラウンド使用について運動に合わせてエリアをしっかり分け、安心して体を動かせる環境となっている。体育の時間以外の継続した運動が、体力向上につながっている。

	体力・運動能力＜女子＞

	〇全国平均を上回る種目
　　・握力　　・立ち幅跳び
　　・ちょう座体前屈　　

	〇全国平均を下回る種目
　　・５０ｍ走　　　・上体起こし
　　・反復横跳び　　・ソフトボール投げ
　　・２０ｍシャトルラン
	男女ともに５０ｍ走、反復横跳び、上体起こしが全国平均を下回っている。瞬発力や持久力を高めていく工夫が必要である。

	運動・スポーツへの意識、運動習慣

	・「運動が好き」　男子97.8%　女子88.7%
・「体育は楽しい」男子97.8%　女子86.9%
（好き・やや好きを合わせて）
	〇「１週間の総運動時間」
男子 586 時間 
女子 313 時間
	運動が好きという児童が多い。体を動かす時間は女子が低めである。「進んで学習に参加している」「友達と交流したり協力できたとき」など、体育の授業が楽しいと感じている児童が多い。

	三つの取組


	①体育・保健体育等の
授業の充実
	②授業以外で子どもの
運動機会を創出する取組
	③子どもが自ら
健康の保持増進を図る取組

	具体的な取組

	■「課題探究的な学習」の推進
・AARサイクルを基にした課題探究的な学習を推進する。子どもが見通しをもち、運動の楽しさに触れながら、協働探求できるような体育の授業を構築していく。

■ICT（一人一台端末等）を活用した学習活動の充実
・Chromebookを活用し、他者との交流場面やリフレクションに生かし、伸びの実感につなげていく。



	運動機会の充実を図る環境整備の推進
■三間（仲間、時間、空間）の創出により運動機会の充実を図る取組
・体力向上週間の設定
・休み時間に体育館でボールエリア、グラウンドで竹馬コーナーやケンパーコーナー、ドッジボールコートなどの場づくりの工夫

■体力向上週間の設定
・春は体力テストとリンクした運動、秋は縄跳びと持久走、冬は雪遊び、そしてとび箱、マット運動の学習時期と合わせた体育館の環境整備をする。

	■栄養教諭・養護教諭との連携
・栄養教諭と連携した食指導、養護教諭による保健指導を行い、自らの健康維持・増進への関心を高める。

■児童委員会を中心とした活動
・保健委員会は健康・安全に関する奨励、給食委員会は給食や食育にかかわる活動、体育委員会はみんなで体を動かす集会を企画・進行することで、子どもが自ら健康について意識し、実践できるようにする。


	　家庭・地域との
連携・協働

	○保健体育の評価規準に基づく学習状況評価結果の活用（日常の実技テストや観察等） 
○全国体力・運動能力、運動習慣等調査や学校独自の調査結果等を活用 
○児童・生徒アンケートや保護者アンケート等の活用　　　　　　　　　　　　　　○学校評議員会・学校関係者評価等の活用
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 令和 ７ 年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査     結果  分析  

 〇全国平均を 上回る種目      ・握力    ・立ち幅跳び      ・ちょう座体前屈      ・ ２０ｍシャトルラン  〇全国平均を下回る種目      ・５０ｍ走      ・反復横跳び      ・ 上体起こし  休み時間のグラウンド使用について運動に合わせて エリアを しっかり分け、安心して体を動かせる環境となっている。 体育 の時間以外 の継続した運動が、体力向上につながっている。  

 〇全国平均を上回る種目      ・握力    ・立ち幅跳び      ・ちょう座体前屈       〇全国平均を下回る種目       ・５０ｍ走      ・上体起こし      ・反復横跳び     ・ ソフトボール投げ      ・２０ｍシャトルラン  男女ともに ５０ｍ走、反復横跳び、上体起こしが 全国平 均を下回 っている。 瞬発力や持久力を高めていく 工夫が必要 である。  

 ・「運動が好き」   男子 97.8%   女子 88.7%   ・「体育は楽しい」男子 97.8%   女子 86.9%   （好き・やや好きを合わせて）  〇 「１週間の総運動時間」   男子   5 86   時間     女子   3 13   時間  運動が好きという 児童が多い。 体を動かす 時間は女子 が低めである。 「進んで学習に参加している」 「 友達 と 交流したり協力できたとき」など、体育の授業が楽 しいと感じている児童が多い。  

 ①体育・保健体育等の   授業の充実  ②授業以外で子どもの   運動機会を創出する取組  ③ 子どもが自ら   健康の保持増進を図る取組  

    

   ○保健体育の評価規準に基づく学習状況評価結果の活用（日常の実技テストや観察等）     ○全国体力・運動能力、運動習慣等調査や学校独自の調査結果等を活用     ○児童・生徒アンケートや保護者アンケート等の活用                ○学校評議員会・学校関係者評価等の活用  

 

体力・運動能力 ＜男子＞  

具体的な 取組  

体力・運動能力 ＜女子＞  

運動・スポー ツへの意識、 運動習慣  

三つの取組    

家庭・地域との   連携・協働  

■ 「課題探究的な学習」の推進   ・ AAR サイクルを基にした 課題探究 的な学習を推進する。 子どもが 見通 しをもち、 運動の楽しさに触れ なが ら 、協働探求できるような 体育の授 業を構築していく 。     ■ ICT （一人一台端末等）を活用し た学習活動の充実   ・ Chrome book を活用し、 他者との 交流場面や リフレクションに生か し 、伸びの実感につなげ ていく 。       運動機会の充実を図る環境整備の推進   ■三間（仲間、時間、空間）の創出により運動機 会の充実を図る取組   ・体力向上週間の設定   ・休み時間に体育館でボールエリア、グラウンド で竹馬コーナーやケンパーコーナー、ドッジボー ルコートなどの場づくりの工夫     ■体力向上週間 の設定   ・春は体力テストとリンクした運動、秋は 縄跳び と持久走、冬は雪遊び、そして とび箱、マット運 動の学習時期と合わせた体育館の環境整備 をす る 。  

